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「マウロの地中海トマト通信」 リニューアル版

家庭菜園向け

営農者・産地向け

ご案内
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有名な調理用トマト「サンマルツァーノ」種を日本

向けに改良した品種。オリーブオイルと絡むと、の

どごしがとても滑らかに！皮が薄めで肉厚、ピーマ

ンのような形の愛らしいトマト。フライパンで軽く火を

通すだけで、缶詰では出せない、新鮮トマトがもつ

しっかりとした美味しさがわかります！

マウロの地中海トマトの中でもとくに コラーゲンを生成する成分『プロリン』と

抗酸化作用を持つ『リコピン』が多く含まれています。サンマルツァーノリゼルバは

美味しさの基本である『グルタミン酸』や『フルクトース』が多く、酸味も絶妙で

す。
そのためサンマルツァーノリゼル

バを食べることで缶詰よりも圧

倒的に“美肌効果”が期待で

きます。生食はもちろん、加

熱調理することでより美味しく

食べれる万能トマトなので

す。

トマトとキャベツのミルフィーユ煮

トマトのふんわりエッグ

トマトのひとくちファルシー

リゼルバたっぷりパスタ

Mauro’s Tomato Dishes！

※1及び輸入品缶詰…大阪府立大学調べ、比較対象は文部科学省食品成分データベースの『トマト』該当成分数値を参照。
※2…日本食品分析センター調べ、比較対象は一般大玉トマト。【但書】上記の比較数値は小数点以下を四捨五入した値。
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からみつく濃厚なうまみ特別企画

シシリアンルージュは“情熱の赤”
自然の摂理にもたらされた奇跡のトマト

【対談】 専属ブリーダー マウロ氏×プロダクトマネージャー 竹下

【年表】シシリアンルージュ販売開始からマウロの地中海トマトの歩み

家庭菜園の楽しさ無限大！ 初めてでもかんたん！

宇都宮で実施した栽培試験のデータ比較で見えてきました！！

Q&A

ご案内 フィールドデー in 神戸「畑 DE マウロの地中海トマト3」
次号予告

4

6

11

12

16

19

今月の表紙

鎌倉のフレンチレストラン 「La passion」
オーナーシェフ 金谷央士様によるピューレアートのライブ より

2014年11月開催 〝大人のための文化祭, Otona Arts Festival" 

▶about 「La passion」

今月の Mauro’s Tomato Dishes！2

ADDRESS

PHONE 
OPEN

CLOSE
HP

〒248-0005
神奈川県鎌倉市雪ノ下1-8-36津多屋ビルB1 
0467-24-4242 
12：00～16：00（L.O15：00）
18：00～23：00（L.O21：00）
月曜日
http://lapassion.info



か
ら
み
つ
く
濃
厚
な
う
ま
み

特
別
企
画

㈲当麻グリーンライフ加工品製造担当者

大手流通 Ｉ社青果担当者

茨城県生産者

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

北
海
道

主
婦

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
料
理
長



育
種
家
マ
ウ
ロ
は
言
い
ま
す
。

「畑
で
初
め
て
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
を
見
つ
け
た
と
き
鳥
肌
が
立
っ
た
ん
だ…

。
」と
。

マ
ウ
ロ
の
地
中
海
ト
マ
ト
シ
リ
ー
ズ
は
、
畑
で
ひ
と
際
オ
ー
ラ
を
放
っ
て
い
た
ト
マ
ト

“シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
”か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

東京シティ青果㈱開発部担当者

大手流通Ｒ社青果担当者

料理研究家

銀
座
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
料
理
長
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竹
下
／

現
在
、
日
本
で
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖

縄
ま
で
全
国
的
に
多
種
多
様
な
栄
養
機
能
性
を
持
つ
カ

ラ
フ
ル
ト
マ
ト
市
場
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
『
果
色
』
を
変
え
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
色
と
食
味
、
食
感
、
収
量
性
、
病
害

抵
抗
性
等
の
向
上
の
面
と
両
立
さ
せ
る
事
は
難
し
い
こ
と

で
す
よ
ね
。
し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
更
に

加
熱
し
て
い
く
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト
市
場
に
お
い
て
、
新
し
い

食
文
化
の
創
造
を
目
指
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る

機
能
性
、
色
、
食
味
、
食
感
の
良
さ
等
、
他
に
は
な
い
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ト
マ
ト
を
押
し
出
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。

マ
ウ
ロ
／

も
し
、
イ
タ
リ
ア
で
誰
か
に
ト
マ
ト
の
色
を

尋
ね
た
ら
、
「
赤
。
赤
以
外
に
何
か
あ
る
の
？
」
と
な
る
で

し
ょ
う
。

竹
下
／

イ
タ
リ
ア
に
あ
る
フ
ェ
ラ
ー
リ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
ね
た
際
に
感
じ
た
の
で
す
が
、Enzo

Ferrari

（※

）
は
、

「
赤
色
」
が
持
つ
美
し
さ
や
微
妙
な
色
彩
表
現
の
違
い
に

対
し
て
、
と
て
も
強
い
情
熱
を
持
って
い
ま
し
た
。
シ
シ
リ

ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
、
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ
リ
タ
ン
、
エ
ス
プ
ロ
ッ
ソ
、
プ
チ

ポ
ン
ロ
ッ
ソ
な
ど
、
あ
な
た
が
か
つ
て
開
発
し
た
赤
色
ト
マ

ト
は
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
よ
ね
。

ま
ず
は
、
赤
色
ト
マ
ト
に
関
し
て
教
え
て
下
さ
い
。

フ
ェ
ラ
ー
リ
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
で

の
「赤
色
」に
は
と
て
も
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
に
関
し
て
も
そ
う
で
は
な
い

か…

と
。
育
種
家
と
し
て
、
赤
色
に
対
し
て
特
別
な
思
い

入
れ
は
あ
り
ま
す
か
？

マ
ウ
ロ
／

多
く
の
イ
タ
リ
ア
製
品
、
四
輪
車
、
バ
イ
ク
、

ト
マ
ト
ま
で
、
多
様
な
陰
影
の
赤
色
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
に
と
っ
て
赤
色
は
極
め
て
重
要
で
す
。
歴
史

上
、
根
深
く
、
特
に
キ
リ
ス
ト
生
誕
後
の
宗
教
画
で
は
、

多
く
の
画
家
た
ち
が
鞭
を
打
た
れ
、
磔
に
あ
い
、
苦
し
む

キ
リ
ス
ト
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
赤
色
の
ル
ー
ツ
は
『
情

熱
』と
共
に
あ
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
の
赤
色
の
ル
ー
ツ
と
な
る
「
情
熱
」
は
現
代
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
20
世
紀
初
頭
、
イ
タ
リ
ア
と

赤
色
の
関
係
は
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
、
ド
ゥ
カ

テ
ィ
な
ど
の
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
や
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の
公
式

な
色
に
採
用
さ
れ
た
事
で
、
よ
り
強
固
に
な
り
ま
し
た
。

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
は
“情
熱
の
赤
”

自
然
の
摂
理
に
も
た
ら
さ
れ
た
奇
跡
の
ト
マ
ト

10
周
年
を
目
前
に
控
え
た
平
成
25
年
10
月
。
イ
タ
リ
ア
の
地
で
マ
ウ
ロ
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
発
売
開
始
10
周
年

特
別
企
画

マ
ウ
ロ
の
地
中
海
ト
マ
ト
専
属
ブ
リ
ー
ダ
ー

マ
ウ
ロ
フ
ィ
ギ
リ
オ
リ
氏

パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
竹
下
心
平

【対
談
】

※
Enzo Ferrari:

イ
タ
リ
ア
の
車
メ
ー
カ
ー
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
創
業
者
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時
代
を
超
え
て
、
「
赤
色
」
の
持
つ
意
味
は
イ
タ
リ
ア
の

人
々
の
典
型
的
な
特
徴
、
粘
り
強
さ
、
熱
情
、
情
愛
、
も

し
く
は
イ
タ
リ
ア
職
人
の
手
仕
事
に
対
す
る
最
上
級
の

愛
情
、
も
ち
ろ
ん
ト
マ
ト
を
材
料
に
し
た
ト
マ
ト
ペ
ー
ス

ト
や
ピ
ザ
な
ど
に
対
す
る
愛
情
に
も
結
び
付
け
ら
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
、
イ
タ
リ
ア
人
に
と
っ
て
は
、
赤
、

さ
れ
ど
赤
、
や
は
り
赤
と
、
言
え
る
わ
け
で
す
。

“
赤
い
情
熱
”
は
イ
タ
リ
ア
の
有
名
な
食
前
酒C

A
M
PA

RI

の
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

私
た
ち
の
育
種
は
運
命
的
に
“
赤
い
情
熱
”
の
影
響
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
赤
色
の
ト
マ
ト
に
は
特
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
の
メ
イ
ン
の
色
、
最
も
信
頼

で
き
る
、
代
表
的
な
色
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
畑
で
初
め
て
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュを
み
つ
け

た
時
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
に
は

オ
ー
ラ
が
あ
った
の
で
す
。

ト
マ
ト
に
お
い
て
は
、
多
様
な
遺
伝
的
要
素
が
ト
マ
ト
の

「
赤
の
色
合
い
」
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
育
種
家
は
、
ト
マ

ト
に
ど
ん
な
色
の
ド
レ
ス
を
着
せ
、
そ
の
形
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
か
を
決
め
る
、
ま
る
で
画
家
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
育
種
家
が
作
り
上
げ
た
作
品
で
は

な
く
、
自
然
の
摂
理
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。

マ
ウ
ロ
／

ト
マ
ト
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ペ
ッ
パ
ー
、
ナ
ス
、
他

多
く
の
植
物
と
同
じ
、
ナ
ス
科
の
植
物
で
す
。
こ
れ
ら
全

て
の
ナ
ス
科
植
物
は
、
形
、
サ
イ
ズ
、
そ
し
て
色
に
関
し
て

も
、
と
て
も
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
って
い
ま
す
。

遥
か
昔
か
ら
始
ま
り
、
ナ
ス
科
の
植
物
が
人
々
に
と
っ
て

興
味
深
い
存
在
に
な
っ
て
か
ら
、
最
近
に
至
る
ま
で
、
人

類
は
ナ
ス
科
植
物
の
多
様
性
に
富
む
特
性
を
利
用
し
て
、

人
々
が
望
む
植
物
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
在
も
同
じ
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

“黄
金
の
り
ん
ご
”は

“情
熱
の
赤
”へ

例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
で
は
ト
マ
ト
と
い
う
単
語
は

“PO
M
O
DO

RO

”
つ
ま
り
“黄
金
の
リ
ン
ゴ
”
と
訳
さ
れ
ま
す
、

何
故
な
ら
ト
マ
ト
栽
培
が
始
ま
っ
た
当
初
、
イ
タ
リ
ア
人

は
大
き
な
黄
色
の
ト
マ
ト
を
育
て
て
い
た
か
ら
で
す
。

竹
下
／

イ
タ
リ
ア
人
が
大
き
な
黄
色
い
ト
マ
ト
を
育

て
始
め
た
の
は
、
16
世
紀
で
す
か
？

マ
ウ
ロ
／

は
い
、
私
の
知
る
限
り
黄
色
の
ト
マ
ト
が
初

め
て
報
告
さ
れ
た
の
は
、Mattioli

が
記
し
た
植
物
学
の
本

で
す
。
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
イ
タ
リ
ア
人
の
好
み
は
黄
色

い
ト
マ
ト
か
ら
、
今
で
は
市
場
に
お
い
て
そ
の
殆
ど
が
、
赤

色
の
ト
マ
ト
に
移
って
い
き
ま
し
た
。
黄
色
い
ト
マ
ト
か
ら

赤
色
の
ト
マ
ト
に
変
わ
って
き
た
、
過
去
か
ら
現
在
に
い
た

る
、
人
々
の
趣
向
選
択
の
蓄
積
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

数
多
く
の
ト
マ
ト
の
特
徴
は
失
わ
れ
、
広
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

竹
下
／

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
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竹
下
／

あ
な
た
の
ト
マ
ト
開
発
に
お
い
て
は
、
赤
、

オ
レ
ン
ジ
、
紫
、
抗
酸
化
物
質
を
含
む
と
さ
れ
る
色
素
の

品
種
で
、
ベ
ス
ト
な
味
の
選
抜
を
す
る
の
に
、
集
中
的
な

選
抜
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
、

ト
マ
ト
の
色
や
栄
養
的
な
価
値
を
定
義
す
る
の
か
、
あ
な

た
の
意
見
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

マ
ウ
ロ
／

ト
マ
ト
の
色
と
そ
の
栄
養
学
的
な
価
値
は
、

多
く
の
要
素
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
植
物
体
に
特
定
の

遺
伝
子
が
存
在
す
る
と
い
う
事
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ

う
に
栽
培
さ
れ
た
の
か
と
い
う
事
も
ま
た
重
要
な
要
素

で
す
。

マ
ウ
ロ
／

カ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
って
の
Ｆ
１
レ
ー
ス
で
勝
つ

た
め
初
め
の
一
歩
は
、
ト
マ
ト
の
開
発
で
言
え
ば
育
種
家

が
遺
伝
子
を
選
抜
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
果

実
の
色
や
風
味
を
掴
み
と
る
事
に
あ
り
ま
す
。

考
え
ら
れ
る
交
配
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
、
様
々
な
長

所
と
短
所
が
釣
り
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
交
配

の
表
現
と
し
て
、
植
物
体
が
適
切
な
構
造
を
も
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
も
し
果
実
が
強
く
色
づ

き
、
食
味
が
良
い
品
種
が
欲
し
け
れ
ば
、
ミ
ニ
・中
玉
サ
イ

ズ
に
焦
点
を
絞
ら
れ
、
小
葉
で
、
大
玉
に
は
及
ば
な
い
収

量
性
レ
ベ
ル
を
狙
う
事
に
な
り
ま
す
。

ト
マ
ト
の
色
や
栄
養
学
的
な
価
値
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
決
ま
る
。

マ
ウ
ロ
／

食
味
も
し
く
は
趣
向
一
般
に
変
化
が
起
こ

る
と
、
時
に
急
激
に
新
し
い
タ
イ
プ
へ
と
移
り
変
わ
り
、
古

い
タ
イ
プ
は
廃
れ
て
い
き
ま
す
。
古
い
品
種
か
ら
新
し
い

品
種
へ
の
変
遷
に
よ
り
、
古
い
品
種
の
特
性
の
多
く
が
失

わ
れ
て
い
く
と
暗
示
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
古
い
品
種

の
特
性
は
新
し
い
品
種
と
は
様
々
な
理
由
か
ら
両
立
で

き
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
現
象
を
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

育
種
家
は
植
物
体
を
選
抜
し
、
生
育
の
初
期
段
階
か

ら
そ
の
成
長
を
見
守
り
、
そ
し
て
栽
培
方
法
を
処
方
し

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
全
て
の
品
種
が
全
て
の
環
境
、
作
物
体

系
に
適
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。

育
種
家
、
遺
伝
子
、
色
、
選
抜
、
栽
培
管
理
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
定
的
な
役
割
を
担
って
い

ま
す
。
市
場
で
売
ら
れ
て
い
る
ト
マ
ト
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ワ

ン(

エ
フ
ワ
ン※

以
下
Ｆ
１)

に
例
え
る
事
が
出
来
ま
す
。

竹
下
／

Ｆ
１
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
な
種
苗
ビ
ジ

ネ
ス
の
大
変
良
い
例
え
で
す
ね
。

古
い
固
定
種
も
し
く
は
野
生
種
か
ら
多
く
の
種
類
の

色
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
現
代
の
商
用
Ｆ
1

種
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
必
要
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
せ

ん
。
種
苗
ビ
ジ
ネ
ス
で
地
球
規
模
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た

め
に
は
、
消
費
者
そ
し
て
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
は
時
代
の
中

で
変
化
す
る
事
、
そ
し
て
人
々
が
品
種
に
求
め
る
こ
と
は
、

自
然
や
植
物
自
体
が
求
め
る
事
と
は
同
じ
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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ベ
ル
は
よ
り
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
閾
値
ま
で
は

真
実
で
は
あ
り
ま
す
が
、
土
壌
ミ
ネ
ラ
ル
分
濃
度
が
限

界
を
超
え
て
し
ま
う
と
、
ト
マ
ト
に
と
っ
て
は
苦
し
す
ぎ

る
状
況
に
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

種
子
を
販
売
す
る
人
は
、
Ｆ
１
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
も
って
い
ま
す
。

竹
下
／

私
達
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
、
カ
リ
ウ
ム

な
ど
の
デ
ー
タ
は
測
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
成
分
含

有
量
と
果
実
の
色
と
で
、
推
測
で
き
る
事
を
教
え
て
下
さ

い
。マ

ウ
ロ
／
も
ち
ろ
ん
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・Ｂ
・
Ｃ
・Ｅ
、
カ
リ
ウ
ム

な
ど
の
デ
ー
タ
は
有
用
で
す
が
、
私
た
ち
が
知
る
限
り
、

こ
れ
ら
の
成
分
含
有
量
の
レ
ベ
ル
は
、
多
く
の
ト
マ
ト
の
生

育
環
境
要
因
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
産
地
に

よ
って
効
果
的
な
生
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
と
て
も
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か…

と
。
育
種
の
観
点
か
ら
言
え

ば
、
高
い
品
質
と
異
な
る
色
を
組
み
合
わ
せ
る
努
力
に
集

中
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ト
マ
ト
農
家
は
果
実
の
品
質
を
決
定
す
る
多
く
の
側
面

に
役
割
を
持
ち
、
ま
た
果
実
の
色
彩
に
も
影
響
を
与
え

ま
す
。

こ
の
こ
と
を
Ｆ
１
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
例
え

て
い
う
と
、
も
し
パ
ワ
フ
ル
な
マ
シ
ン
を
持
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
て
い
た
り
、
燃
料
タ
ン
ク
が
満
た

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
レ
ー
ス
で
良
い
結
果
は
得
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
産
者
の
役
割
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ト
マ
ト
を
育
て

る
た
め
土
づ
く
り
、
台
木
の
選
定
、
栽
培
シ
ス
テ
ム
、
気

温
・
湿
度
・
換
気
の
管
理
、
施
設
の
補
助
光
の
利
用
、
十

分
な
肥
料
成
分
の
供
給
な
ど
で
す
。

栽
培
方
法
の
技
術
的
な
進
化
は
日
進
月
歩
で
、
生
産

者
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
す
。
灌
水
養
分
の
ミ

ネ
ラ
ル
分
濃
度
の
調
節
な
ど
は
、
ト
マ
ト
の
風
味
に
極
め

て
重
大
で
、
収
量
レ
ベ
ル
に
も
影
響
を
与
え
、
穂
木
は
適

切
な
台
木
に
接
が
れ
て
い
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
適
正
レ
ベ
ル

の
湿
度
レ
ベ
ル
の
栽
培
環
境
は
、
細
菌
病
の
発
生
を
抑
え
、

果
実
品
質
を
高
め
、
ト
マ
ト
の
樹
の
健
康
に
と
っ
て
望
ま

し
い
と
言
え
ま
す
。

竹
下
／

土
壌
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
濃
度
が
高
い
イ
タ
リ
ア

の
環
境
は
、
風
味
の
良
い
ト
マ
ト
の
品
種
選
抜
に
良
い
影

響
が
あ
り
ま
す
か
。

マ
ウ
ロ
／

通
常
、
土
壌
ミ
ネ
ラ
ル
分
は
、
よ
り
高
い

糖
度
や
良
い
二
次
代
謝
物
の
含
有
と
い
う
意
味
で
、
よ

り
良
い
風
味
を
促
し
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
生
産
性
の
レ

高
機
能
性
を
狙
う
た
め
に
は
、

育
種
家×

パ
イ
オ
ニ
ア
社×

生
産
者
の

連
携
と
行
動
力
が
カ
ギ

車
（
品
種
）
の
強
み
に
精
通
す
る
こ
と
は
、
レ
ー
ス
で
ど
の

車
線
を
走
れ
ば
、
勝
利
す
る
の
に
よ
り
良
い
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
か
を
知
る
事
で
も
あ
り
ま
す
。

栽
培
シ
ス
テ
ム
や
望
ま
れ
る
製
品
に
基
づ
い
て
正
し
い

品
種
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
種
苗
業
者
は
生
産
者
の
成

功
に
決
定
的
な
一
歩
を
も
た
ら
し
ま
す
。
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マ
ウ
ロ
／

通
常
、
強
調
遺
伝
子
は
常
に
、
色
素
の
生
成

を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の
強
度

は
、
環
境
や
生
育
条
件
な
ど
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
リ
コ
ピ
ン
や
カ
ロ
テ
ン
の
持
つ
機
能
的
価
値
は
一

般
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
赤
や
オ
レ
ン
ジ
の
ト

マ
ト
の
消
費
を
刺
激
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
研
究
は
、
他
の
栄
養
成
分
、
特
に
フ
ラ
ボ
ノ
ー

ル
（
ケ
ル
セ
チ
ン
や
ケ
ン
ペ
ロ
ー
ル
）
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
抗

酸
化
、
抗
ガ
ン
な
ど
へ
の
作
用
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
栄
養
成
分
に
関
し
て
も
、
色
の
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
、
異
な
る
レ
ベ
ル
で
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
一
般

に
全
て
の
色
幅
の
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト
、
特
に
濃
く
色
づ
い
た

ト
マ
ト
の
消
費
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
通
常
、
色

の
強
調
は
見
た
目
の
色
の
原
因
と
な
る
色
素
成
分
に
関

与
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
栄
養
成
分
に
も
関
与
す
る
か

ら
で
す
。

竹
下
／

マ
ウ
ロ
の
地
中
海
ト
マ
ト
の
品
種
や
試
作
品

種
で
、
ケ
ル
セ
チ
ン
や
ケ
ン
ペ
ロ
ー
ル
な
ど
の
フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル

を
含
む
可
能
性
の
あ
る
品
種
を
今
後
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？

マ
ウ
ロ
／

フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
量
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
緑
、
茶
色
、
赤
茶
色
の
ト
マ
ト
に
は
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
含
有
量
は
色
の

濃
さ
も
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
に
関
し
て
も
、
同
様
に
育
種
家
、
パ
イ
オ

ニ
ア
社
、
生
産
者
が
一
つ
に
な
って
、
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト
の

栄
養
成
分
を
高
め
る
行
動
、
努
力
、
訴
え
を
共
に
連
携

で
行
う
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
遺
伝

子
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
最
終
的
な
ト
マ
ト
の
色
を
決
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

そ
れ
に
は
光
強
度
の
最
適
化
が
役
に
立
ち
ま
す
。
現

代
的
な
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
正
し
い
栽
植
密
度
、
脇
芽
か

き
も
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。

施
肥
に
よ
って
も
果
実
の
色
を
濃
く
す
る
こ
と
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
カ
リ
ウ
ム
は
よ
り

強
い
赤
色
の
着
色
の
役
割
が
あ
り
、
灌
水
中
の
ミ
ネ
ラ
ル

分
濃
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
く
色
を
濃
く
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

最
後
に
、
ト
マ
ト
を
適
切
な
熟
期
で
収
穫
す
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
色
素
成
分
の
蓄
積
は
未

熟
果
の
う
ち
に
収
穫
さ
れ
た
果
実
で
は
低
く
な
る
か
ら

で
す
。

竹
下
／

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

竹
下
／

栄
養
機
能
と
色
の
関
係
に
関
し
て
は
ど
う
お

考
え
で
す
か
？

マ
ウ
ロ
／

異
な
る
色
の
ト
マ
ト
は
、
異
な
る
種
類
の
着

色
色
素
の
蓄
積
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
色
の
強
さ

（
濃
さ
）
はIntensifier
G
ene

（
強
調
遺
伝
子
）
と
栽
培
環
境

の
様
々
な
要
因
に
よ
って
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
下
／

強
調
遺
伝
子
は
環
境
条
件
に
よ
っ
て
、
異
な

る
反
応
を
し
ま
す
か
。
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シシリアンルージュ販売開始

シシリアンルージュ販売開始からマウロの地中海トマトの歩み

ピッコラルージュ、
ピッコラカナリア販売開始

ルージュドボルドー、
トスカーナバイオレット
販売開始

ロッソナポリタン販売開始

プリンセスロゼ、プチポンロッソ、
ベネチアンサンセット、アマルフィの誘惑、
サンマルツァーノリゼルバ販売開始

ブラッディタイガー、マラケシアンヒップ、
プチポンカナリア、プチポンバイオレット、
エスプロッソ販売開始

待望のグリーン系、
耐病性品種各種 販売開始へ…

表参道のイタリアン「Ca Angeli」にて
シシリアンルージュのフルコースが人気に

松屋銀座「北海道展」で初めて
カラフルトマトバイキングを試みる

サンマルツアーノリゼルバの登場で、高機能性の
3品種「美肌トマト３姉妹」のアソート販売を開始

カラフルトマトバイキングが
百貨店を中心にスーパーから直売所まで
全国に広がり始める

秋田県横手市実験農場が
露地省力栽培法「ソバージュ栽培」に着手

小さくてポンポン食べられるプチポン3品種（3
色）を「プチポンシャインズ」としてアソート
販売開始

東日本大震災復興支援事業として、
岩手県大槌町にてソバージュ栽培を提案
明治大学・味の素と共同研究開始
全国各地で試作に取り組む産地が増加

2006

2013

シシリアンルージュの
トマト鍋を提案

トマト鍋ブームが起こり、トマト鍋の素が
各種市販される

売場ではカラフルトマトの波が加速…

2005年、ガイアの夜明けで取り上げられ
鮮烈なデビューを飾る

カラフルコレクションの
ミックスパック販売を提案



初めてでもかんたん!!

プランターでの育て方

畑で作るソバージュ栽培より小さく茂るため、
株間は30cm程度がベスト。

株間は約30～40cmが目安

わき芽が伸びて株が茂ってくると重みで
垂れさがります。茎や葉が地面につかないよう
麻紐で誘引します。

株が茂ってきたら引き上げて誘引

畑の場合は株元近くのわき芽もとり、風通しをよく
する必要がありますが、プランターの場合は、そのま
ま伸ばすことにより「緑のシャワー」らしく茂り、日よ
け効果がアップします。

第１花房の下も思い切って伸ばす

●準備するもの
・プランター
・支柱（2～3m程度）
・グリーンカーテン用ネット
（きゅうりネット）
・培養土
・鉢底石

30～40cm

第１花房の下はすっきりさせる
プランターでは残してよいですが、畑の場
合、株元近くのわき芽は
とりましょう。それにより風通し
が良くなり病気の予防になります。
さらに第１花房の収穫時期に
なったら、葉もかき取ります。

畑での育て方

畑の場合、根の張りもよく大きく茂るため、
株間はプランターの3倍（約1m）を目安に。

株間を広くとる

わき芽が伸びて株が茂ってくると重みで
垂れさがります。茎や葉が地面に
つかないようマイカ線でまとめて
引き上げたり、麻紐で誘引します。

株が茂ってきたら引き上げて誘引

80～100cm

●準備するもの
・逆U字パイプ
・きゅうりネット

－ 12－

【ソバージュ栽培とは…】
わき芽を欠かず野性的にのびのび育てる栽培方法。
定植後は誘引と追肥だけでその他の作業は必要なく管理が
とても簡単です！一本仕立てよりも花数が増え収穫量UP
するため、収穫期の楽しみがこれまで以上に倍増します。

採れすぎてごめんなさい仕立て



4月下旬～5月上旬の定植が通常ですが、ソバージュ栽培の場合は6月上旬の定植でもOK！
うまく育てられれば、10月上旬まで収穫が楽しめます！ ※遅霜に注意して管理しましょう
（霜害の心配がある場合は、トンネルの設置や不織布などをかけ対策しましょう）

★4月下旬に
定植した場合

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

定植

定植

収穫開始

収穫開始

わ
き
芽
を
欠
か
ず

野
性
的
に
の
び
の
び
育
て
る
こ
と
で

6

月
上
旬
の
定
植
で ★6月上旬に

定植した場合

※収穫量調査：2014年5月～9月実施 パイオニアエコサイエンス 都内栽培検証結果より
（シシリアンルージュ／プランター栽培にて比較）※画像はイメージイラストです。

主枝１本仕立て栽培 ソバージュ栽培

収穫量

1株あたり約18果
収穫量

1株あたり約32果

－ 13－

ポ
ッ
プ
な
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト
で

気
分
も
ハ
ッ
ピ
ー
♡
♡

赤だけでなく、オレンジや紫、ロゼ色の
カラフルトマトを並べれば、たくさん実った
トマトが太陽の光を浴びてキラキラ輝き、華
やかさがアップします！

やさしく日光を遮る緑のシャワーに♪
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皮
ご
と
冷
凍
保
存
ま
た
は

湯
む
き
し
て
ビ
ン
で
保
存
が
ベ
ス
ト

ト
マ
ト
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
料
理
を
囲
ん
で

家
族
や
友
人
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
く
だ
さ
い
！

一
度
は
試
し
て
ほ
し
い
絶
品
レ
シ
ピ
！

家
庭
菜
園
で
た
く
さ
ん
採
れ
た
と
き
は
・・・

こんなところでもソバージュ！

シシリアンルージュ、ロッソナポリタン、サンマルツアーノリゼルバで可能な湯むき方
法。
沸騰したお湯に８～１０秒程度入れ、水道水にくぐらせたあと、以下のイラストの手順で
湯むきができます。湯むき後は、塩をふりビンに詰めると冷蔵庫で３～4日間は保存可能！
※保存用のビンは、洗浄して熱湯消毒したものをお使いください。

湯むき＆瓶保存の仕方

収穫後ヘタを取り、水で軽く洗ったら冷凍バックに入れて冷凍庫へ！
解凍すると自然と皮がむけるため下ごしらえいらず！

皮ごと冷凍保存の仕方

【作り方】
①鍋にオリーブオイル、ニンニク、鷹の爪を入れ加熱し、

【材料】
シシリアンルージュ ・・・ 約300g～500g
オリーブオイル ・・・ 大さじ４
ニンニク ・・・ １片
鷹の爪 ・・・ １本
塩 ・・・ 適量
※具材は豚バラ肉やカキ、あさりなどの魚介類などお好みで

シシリアンルージュを鍋
の全面に敷き詰め煮て、
塩をしっかりふる。

②煮えてきたら潰しつつ、
豚バラ肉やカキなどの

お好みの具材を入
れ、トマトと一緒に
食べる。
③無くなりかけたらト
マトをつぎ足しして
いき、塩とオリーブオ
イルで味を調える。

東京都内の保育園が、
緑のシャワーに挑戦。
年長さんが収穫し、園児
みんなで美味しくいただ
いたそうです！

島根県の小学生が地元の
農家さんとソバージュ栽
培に挑戦。
食育活動の一環として実
際に店頭販売も！
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調理・加工用トマト
の傑作。
糖度と酸味、こくの
バランスが良く、生
でも美味しい中玉ト
マト。

イタリアの伝統的トマト、
サンマルツァーノタイプ
を生食向きに改良。皮が
薄く、生食でも美味しい。
ソースにすると赤色が強
く濃厚。

子供に大人気！
万人受けする甘さ
が特徴。高糖度
（9 ～ 11％）で
フルーツのような
ミニトマト。

初心者でもかんたん！家庭菜園入門者にオススメ

糖度は6 ～ 8％
甘味と酸味のバ
ランス良好

糖度は８～９％
リコピン豊富

糖度は８～９％
βカロテン含有

上記3品種は、「地面に植えるソバージュ栽培で特に高収量」「生食だけでなく調理や加工にも適するので、自家
製ソースやドライトマトにするなど、美味しく大量に食べられる」「美肌成分（リコピン、プロリン）を豊富に含
み、栄養満点」という点が魅力。

上記3品種は、「果実が普通のトマトよりも小さいので、着果負担が軽くプランターでも樹が繁茂しやすい」「小さ
い果実は、お弁当箱にちょうどいいサイズで見た目も可愛い」「果色もカラフル３色揃いで見て楽しく、切らずに食
べやすく甘くて美味しい」という点が魅力。

とにかくたくさん収穫したい方にオススメ

家庭菜園経験者やワンランク上にチャレンジしたい方にオススメ

爽やかな酸味と
上品な甘み。ロ
ゼ色（濃いピン
ク）が輝いて美
しいトマト。

とろける食感と、
濃厚な甘さ。
オレンジ色のミニ
トマト。
女性やお子様にオ
ススメ。

完熟すると、ブ
ドウのような色
とプルンとした
食感が味わえる。

以下の品種は、いずれも「節間が長いので、草丈も高くなる」＆「脇芽が旺盛に発生するので、横に広がりやす
い」ことから、太陽を遮断する面を広く作ることができソバージュ栽培に適しています。

ピッコラカナリアにはβカロテン、トスカーナバイオレットにはアントシアニンが含有されており、上記3品種は、
いずれも凝縮された甘みと旨みを兼ね備えたかわいいミニトマト。量販店でも人気急上昇中のカラフルトマトを自宅
でも栽培できることが家庭菜園の魅力！
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宇都宮で実施した栽培試験の
データ比較で見えてきました！！

採れすぎてごめんなさい仕立て

Q&A
栃木県 宇都宮市において、平成24年・平成26年の2期にわたり

ソバージュ栽培試験を実施しました。
梅雨・夏場の荒天の影響や黄化葉巻病などの

病害に注意しなければいけない関東エリアにおいて、
その防除や荒天対策を模索しながら

ソバージュ栽培試験に取り組む試験担当に
経験者視点で本音を聞きました。

左
記
の
写
真
は
、
10
月
末
に
撮
影

し
た
圃
場
の
様
子
で
す
。
肌
寒
い
時

期
に
な
っ
て
も
青
々
と
し
て
と
て
も

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

宇
都
宮
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
試
験

は
、
平
成
24
年
に
初
め
て
実
施
し
、

平
成
26
年
に
2
期
目
を
行
い
ま
し
た
。

Ａ Ｑ

ズ
バ
リ
聞
き
ま
す
。

ソ
バ
ー
ジ
ュ
栽
培
は
儲
か
り
ま
す
か
？

ハ
イ
ッ
！

儲
か
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が

見
つ
か
り
ま
し
た
！

Cultivation data

年度 播種日 接木日 定植日 開始 最盛期 終了 収穫期間

平成２６年 4月9日 4月28日 6月3日 7月下旬 8月下旬～9月中旬 10月末 3ヶ月

平成２４年 3月18日 4月10日 5月8日 7月上旬 8月中旬～下旬 ９月上旬 2ヶ月

収穫栽培

試作地 ：栃木県宇都宮市パイオニアエコサイエンス株式会社 試験圃場
播種密度 ：500株/10a (株間 100㎝ × 畝間 200㎝）
マルチ ：白黒マルチ 幅135㎝
整枝 ：【平成２６年】第2果房まで整枝。以降 上部は放任栽培。

【平成２４年】第1果房まで整枝。以降 上部は放任栽培。
U字パイプ ：高さ230㎝（30㎝地下に埋める） × 幅200㎝ × 太さ19㎜
直管パイプ ：19㎜ 天井1本 左右4本
栽培品種 ：シシリアンルージュ、サンマルツアーノリゼルバ、ロッソナポリタン

【写真①】10月末に撮影した圃場の様子
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初
年
度
は
、
19
ミ
リ
の
直
管
パ
イ

プ
を
3
本
取
り
付
け
ま
し
た
が
、
2

期
目
は
荷
重
の
分
散
、
台
風
対
策
の

た
め
に
5
本
使
用
。
さ
ら
に
単
管
パ

イ
プ
を
始
点
２
箇
所
、
終
点
２
箇
所

に
使
用
し
ま
し
た
。

（※

写
真
③
参
照
）

Ａ Ｑ

平
成
26
年
は
大
梅
雨
や
大
型

台
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

ど
う
乗
り
切
っ
た
の
で
す
か
。

直
管
パ
イ
プ
を

５
箇
所
使
用
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
収
量
調
査
を
目
的
と

し
、
2
期
目
は
、
定
植
期
を
通
常
よ

り
も
遅
ら
せ
た
場
合
の
収
量
調
査
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
定
植
期
を
1
か

月
遅
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
収
穫
ピ
ー
ク

は
9
月
に
。
さ
ら
に
8
月
よ
り
も
10

月
が
多
収
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
“
端
境
期
の
出
荷
が

可
能
に
な
る
”
と
い
う
検
証
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
端
境
期
（
9
月
中

旬
以
降
～
10
月
）
は
、
ト
マ
ト
の
品

薄
期
。
こ
の
時
期
に
Ａ
級
品
が
出
荷

で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
生
産
者
や
産
地

の
強
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

サンマルツァーノ リゼルバ

シシリアンルージュ

ロッソナポリタン

11.9

12.4

14.1

9.706

8.998

14.018

0 4 8 12 16

シシリアンルージュ

ロッソナポリタン

サンマルツアーノリゼルバ

㎏

平成２６年

平成２４年

● 1株あたりの総収量

● 平成26年試験分
サンマルツアーノリゼルバ
月別収量比較（1週間平均）

69%
A品率

69%
A品率

73%
A品率

62%
A品率

76%
A品率

73%
A品率

【写真②】平成26年 10月に収穫した青果

【写真③】平成26年 直管パイプ、単管パイプの組立て

㎏㎏
㎏㎏

端境期も収穫できました！

※1株あたり
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長
雨
、
曇
天
、
低
日
照
時
に
ト
マ

ト
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
す
。

こ
の
ス
ト
レ
ス
を
い
か
に
和
ら
げ
て

あ
げ
ら
れ
る
か…

だ
と
思
い
ま
す
。

生
産
者
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
気
を
配

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

●
疫
病
予
防
の
殺
菌
剤
散
布

●
ト
マ
ト
モ
ザ
イ
ク
ウ
ィ
ル
ス
・

媒
体
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
の

殺
虫
剤
防
除

●
黄
化
葉
巻
・
媒
体
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

対
策
の
殺
虫
剤
防
除

●
微
生
物
資
材
を
使
っ
た

免
疫
活
性
化

●
液
肥
葉
面
散
布
に
よ
る
樹
勢
維
持

こ
れ
ら
が
樹
の
健
康
を
守
り
、
長
期

安
定
収
穫
を
可
能
に
し
て
収
益
増
に

大
き
く
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ス
の
栽
培
や
無
農
薬
栽

培
で
活
用
さ
れ
て
い
る

「
ソ
ル

ゴ
ー
」
に
よ
る
防
風
林
を
立
て
る
こ

と
で
暴
風
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
天
敵

虫
の
受
け
皿
と
し
て
も
お
勧
め
で
す
。

Ａ Ｑ

梅
雨
に
負
け
な
い
ト
マ
ト

づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

何
と
言
っ
て
も

ト
マ
ト
の
健
康
維
持
で
す
。

明
治
大
学
で
行
わ
れ
た
「

新
世
代

フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
講
座
」

の
中
で
も

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ソ
バ
ー

ジ
ュ
栽
培
は
支
柱
立
て
・
定
植
・
誘

引
・
収
穫
な
ど
の
各
作
業
時
間
を
割

合
で
示
す
と
、
収
穫
作
業
が
全
体
の

８
割
以
上
を
し
め
る
ほ
ど
、
収
穫
に

Ａ Ｑ

た
く
さ
ん
採
れ
て
嬉
し
い
反
面
、

収
穫
作
業
の
効
率
化
が
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
・・・

葉
を
茂
ら
す
よ
り
、

あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

し
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
？

追
わ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、

収
量
も
多
い
の
で
す
が
、
効
率
的
に

収
量
を
確
保
で
き
る
方
法
を
試
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

茂
っ
た
葉
を
マ
イ
カ
ー
線
で
誘
引

す
る
と
誘
引
の
手
間
は
省
け
ま
す
が
、

枝
や
葉
が
茂
り
す
ぎ
た
状
態
で
収
穫

期
を
迎
え
る
よ
り
も
、
あ
る
程
度
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
、
よ
り
効
率
的

で
収
量
が
見
込
め
る
方
法
を
確
立
で

き
れ
ば
、
多
く
の
方
に
浸
透
す
る
栽

培
方
法
に
な
る
の
で
は
な
い
か…

と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余

地
あ
り
！
で
す
。

Ａ Ｑ

2
期
に
わ
た
っ
て
試
験
を
さ
れ
て

の
率
直
な
感
想
を
ど
う
ぞ
！

女
性
に
優
し
い

栽
培
方
法
で
す
！

初
年
度
は
日
照
り
が
多
く
天
候
に

恵
ま
れ
、
2
期
目
は
長
雨
が
続
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
収
穫
量
に
大
き

な
ぶ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
、
緑
の
ト

ン
ネ
ル
が
真
夏
の
強
い
日
差
し
を

遮
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
風
通
し
も

よ
く
、
作
業
中
に
心
地
よ
さ
を
感
じ

ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
魅
力
的
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

女
性
で
も
管
理
が
し
や
す
い
栽
培

方
法
で
す
の
で
、
こ
の
夏
は
ま
ず
は

お
庭
で
数
株
、
お
試
し
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【写真④】ソルゴーによる防風林

【写真⑤】トンネル内の様子 ほどよい木陰で作業中の風が心地よい

【写真⑥】雑草防除のためアグリシートを張ると作業効率アップ
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次号予告

産地レポート

いま注目の大産地 「ＪＡ豊橋」現場潜入レポート！
ハイレベルな出荷基準を設定し、高付加価値トマト栽培に挑む部会に注目

※内容は予告なく変更になる場合があります。

シシリアンルージュ発売開始10周年企画 第２弾！

シシリアンルージュの加工品がアツイ！！
北海道上川郡当麻町 ジュースピューレの製造現場に潜入！

ご案内

みなさまからのご意見・ご感想をお待ちしております。
園芸種子部 マーケティング・広報担当（ machiko@aaaphj.co.jp ）まで お気軽にお寄せください。

－ 19－

畑DEマウロの地中海トマト3事務局
パイオニアエコサイエンス（株）内 担当：永田
メール：nagata@aaaphj.co.jp 電話：090-4097-9934

～ 新しいトマトの世界へようこそ ～

トマトの新しい品種を探している、もっと簡単にトマトを栽培してみたい、ミニ
ニンジンやスイートコーン、アスパラガスなどオイシイ品種を探している、そん
な農家さんや青果業者さん、必見のイベント！

「マウロの地中海トマト」全16品種のハウス栽培の視察、現代農業2月号
にも掲載された「ソバージュ栽培」の徹底セミナー、青果業者や資材関連
業者のアピールタイムなど内容満載！この機会にぜひご覧ください！

【開催日】

レストラン、管理栄養士、
野菜ソムリエ、一般の方々向け

【主催】

【協賛】

アグリテイメント協会

キャルファーム神戸、
野菜ソムリエ協会大阪支社、
野菜ソムリエの店のら
パイオニアエコサイエンス（株）

【会場】 キャルファーム神戸

【開催日】

生産者、青果業者、
資材関連業者の方々向け

【主催】

【協賛】

アグリテイメント協会

キャルファーム神戸、西明石ホテル
パイオニアエコサイエンス㈱

【会場】 キャルファーム神戸
明石市立産業交流センター
西明石ホテル

問
合
せ

申
込
み



【本社】 〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-7-10 ランディック虎ノ門ビル7F TEL: 03-3438-4731 FAX: 03-3438-4730

【札幌営業所】 〒007‐0834 北海道札幌市東区北34条東14丁目1番21号 酒井ビル2F TEL: 011‐748‐8721 FAX: 011‐748‐8722

【東日本事業所】 〒321‐0925 栃木県宇都宮市東梁瀬1‐5‐7 TEL: 028‐638‐8990 FAX: 028‐638‐8998

【L&Tセンター】 〒321‐3325 栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台106 TEL: 028‐687‐0087 FAX: 028‐687‐0086

【西日本事業所】 〒869-1101 熊本県菊池郡菊陽町津久礼152-2 TEL: 096-232-7788 FAX: 096-232-7790

バイカラーかつ高糖度が差別化の証！
美味しさと歯触りがワンランクアップした
『ドルチェヘブン』 ついに登場！

ドルチェヘブンの畑。順調！

point びっくり超高糖度！
甘みが強いのに飽きない美味しさ
懐かしのバイカラーでも食味は最新
粒皮がやわらかいため、
食感がとても良い

figure 粒列の並びがとても美しい
粒色の照りが良くツヤ感あり
黄色粒と白粒のバイカラー
先端までよく実がぎっしり！

まるごと1本かじりついても
さわやかさが記憶にのこる新しいおいしさが魅力

超高糖度を追及してきた「ドルチェシリーズ」の最高傑作

伝説のスーパースイートコーン「味来」誕生から20年


